
令和８年度事業計画 

 

１ 育英奨学事業の実施 

（１）交通遺児の実態調査の実施 

  ア 調査目的 

    本会の諸事業を効果的に推進するための基礎資料とするもの 

 

イ 調査対象 

全道の各市町村及び保育園、幼稚園、小学校、中学校並びに高等学校まで

の全学校を対象として実施する。 

 

  ウ 調査の方法 

交通遺児の有無等について書面による調査を行う。 

また、併せて新聞報道等の交通事故情報を収集し、関係市町村に当該交通

事故情報を提供する。 

 

   ※ 交通遺児とは、「交通事故により、保護者を失った子又は保護者が重度

後遺障害のため就労できない家庭にある子」をいう。 

 

（２）奨学金の支給 

  ア 対象 

    道内の高等学校に在学する交通遺児及び道内の高等学校を卒業し、大学、

短期大学、専修学校（専門課程）（以下「大学等」という。）に在学する交

通遺児で、経済的な理由により就学が困難と認められる者を対象とする。 

   

  イ 支給内容等 

    高 校 生 １人月額２万円（年額２４万円）とし、３０名を予定する。 

    大学等生  １人月額２万円（年額２４万円）とし、４０名を予定する。 

 

  ウ 選考手続 

    「奨学金支給要領」及び「奨学金希望者の募集案内」（当会ＨＰ掲載） 

        による。 

       ※当会ＨＰのＵＲＬ：https://h-koutuuijinokai.or.jp/ 

 

（３）入学祝金の贈呈 

  ア 対象 

道内に居住し小学校、中学校及び高等学校に入学する交通遺児並びに道

内の高等学校を卒業し、大学等に入学する交通遺児を対象とする。 

 



  イ 贈呈内容等 

    小学校入学者 １人２万円、中学校入学者 １人３万円、高等学校入学 

者 １人５万円、大学等入学者 １人１０万円とし、３０名を予定する。 

 

  ウ 贈呈手続 

    「交通遺児入学祝金贈呈案内」（当会ＨＰ掲載）による。 

 

（４）修学旅行支援金の支給 

  ア 対象 

    道内に居住する交通遺児のうち、小学校、中学校及び高等学校の修学旅

行参加者を対象とする。 

 

イ 支給内容等 

  小学生 １人２万円、中学生 １人３万円、高校生 １人５万円とし、 

３０名を予定する。 

 

  ウ 支給手続 

    「修学旅行支援金贈呈案内」（当会ＨＰ掲載）による。 

 

（５）図書カードの贈呈 

  ア 対象 

    道内に居住する高等学校までの交通遺児及び道内の高等学校を卒業し、

大学等に在学する交通遺児を対象とする。 

 

  イ 贈呈内容等 

１人額面５千円分の図書カードとし、１５０名を予定する。 

 

  ウ 支給手続 

    当会の支援を希望する者全員に申請により贈呈する。 

 

（６）卒業祝金の贈呈 

  ア 対象 

    道内の高等学校を卒業し、進学せず就職等をする交通遺児を対象とする。 

 

イ 贈呈内容等 

１人５万円とし、５名を予定する。 

 

ウ 贈呈手続 

  「卒業祝金贈呈案内」（当会ＨＰ掲載）による。 

 



２ 連絡相談活動の実施 

（１）目的 

   本会事業の活用の促進や交通遺児の支援の充実などを図るほか、交通遺児

等からの相談等に対応する。 

 

（２）対象 

道内に居住する高等学校までの交通遺児及び道内の高等学校を卒業し、大

学等に在学する交通遺児並びにその家族を対象とする。 

 

（３）実施内容等 

随時、事業内容を各家庭に周知するほか、アンケートや個別事業の実施を通

して、本会に対する意見要望などの把握に努める。 

   また、交通遺児やその家族の悩み、疑問を受け付ける窓口を設置し、適切

な対応に努める。 

 

３ 交歓交流事業の実施 

（１）目的 

   交通遺児に対する激励と交通遺児家庭相互の交歓交流を図るため、レクリ

ェーションを実施する。 

 

（２）対象 

   道内に居住する交通遺児及びその家族並びに道内の高等学校を卒業し道外  

  の大学等に進学した交通遺児並びにその家族を対象とする。 

 

（３）実施内容等 

   食事会、各種公演観覧、オンライン交流会等年２回開催を予定する。  

  

  

４ 交通事故物故者慰霊祭の開催 

（１）目的 

交通事故物故者の慰霊と交通事故撲滅を願い実施する。 

 

（２）対象 

   交通遺児及びその家族、関係団体、当会職員 

 

（３）実施内容 

   ９月上旬に市内豊平区「札幌霊堂」慈母観音像前において、参列者によ  

  り献花式を行う。 

  

 



５ 事業推進のための活動 

（１）会員の加入促進と寄付金、募金の確保に努める。 

 

（２）関係官公庁、関係団体等との連携を図るとともに、交通安全諸事業への積

極的な参加に努める。 

 

（３）道内の交通遺児育英奨学事業の実施団体との連携を図り、支援活動の円滑

な推進に努める。 

 

６ 管理運営 

（１）総会、理事会及び会長・副会長会議の開催などにより、本会の適切な管理

運営を図る。 

 

（２）ホームページや各種印刷物等により、本会の活動内容の周知に努める。 

 


